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一7g-一 食物学会誌 ・第12号

学 会 記 事

○本年度食物学会会長には一瀬教授が,ま た副会長には中原教授がそれぞれ再選された。

○本年度の学会誌編集常任委員には口羽講師が新任され,新 納助教授が留任となった。

○太田教授,新 納助教授が農学博士号を受領された。

○辞  令

 3月31日 附

 京都女子大学特別研究生 ・馬場博子,願 により研究生を解 く。

 4月1日 附

 京都女子大学副手 安福英子 ・高橋沢,京 都女子大学助手に任ずる。

 京都女子大学特別研究生 江崎君子 ・大脇厚子,京 都女子大学副手に任ずる。

 間野参子 ・京都女子大学特別研究生を許可する。

 本年度大食卒業生篠原紘子さん ・飯田恭子さんは京都女子高校の先生に就任された。

編 集 後 記

○第12号 をお送 り致します。本号には多数の研究報文が寄せられ,本 誌も益 々充実発展 して来ましたことは喜び

 に堪えません。今後共一層玉稿を寄せ られんことをお願い致します。

○本誌編集に関して御意見,御 希望があれば委員 まで御 申し出で下さい。

○本誌に対する連絡,御 投稿は下記に願います。

      京都市東山区東山七条  京都女子大学食物学会 編集委員宛  電⑥6131  学内29

第  13 号

原 稿 募 集

締 切 日 昭和37年12月20日
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